
◎徳島県教育の基本方針　 「徳島教育大綱」　 （令和元年度～令和４年度） 
 　  
　未知の世界に果敢に挑戦する、夢と志あふれる「人財」の育成 
　「徳島ならでは」の教育により、大きな夢や高い目標を持って、未知の世界に果敢に
　　挑戦する、本県の宝である「人財」の育成をめざす。 
 
　 「人財」の具体像 
  　①　人口減少の進行や、超スマート社会「Society5.0」の到来など、社会のあり方

が大きく変わる中で、自らの将来をしっかりと見据え、未知の事象に対しても果
敢に挑み、主体的に課題を解決していく力を身に付け、 

「未来を切り拓いていく人財」
 

 
　　②　人と人、人と地域のつながりの中で、多様性を認め合い、他者を思いやる心と

健やかな体を育むとともに、生涯を通じて学び、成長を続けながら、 

「新たな価値を創造していく人財」
 

 
　　③　本県の豊かな自然や世界に誇るあわ文化などの魅力を実感し、徳島への郷土愛

や誇りを持ち、持続可能な社会づくりの担い手として、 

「地域を輝かせる人財」 
 

※ 令和５年度以降の、次期「徳島教育大綱」「徳島県教育振興計画」は現在検討中です。 
 

 

令和５年度 徳島県立国府支援学校 学校運営方針
 
  本校は徳島県内で最初に設置された知的障がい児が学ぶ特別支援学校であり、徳島県
の知的障がい教育の中心的役割を果たしてきている。児童生徒一人ひとりの人権と多様

 性を尊重し、個に応じた自立と社会参加を実現する使命をもつ。
　さらに徳島県教育委員会が設置した「新しい時代の特別支援学校の在り方検討委員会」
報告において、本校は知的障がい教育の基幹校として、地域を「ダイバーシティ社会」

 へと導く先導モデル校としての役割を果たすことが求められている。
 
◎目指す学校 
１　児童生徒の人権を尊重し、多様性を認め合い一人ひとりを大切にする学校 
２　児童生徒の将来像を描き、可能性を最大化する教育を実践する学校 
３　児童生徒の自立と社会参加を支援する学校 
４　児童生徒が健康で安心・安全に学ぶことができる学校 
５　地域とともにダイバーシティ社会を実現する学校 
６　教職員のワークライフバランスを実現できる学校 
 
◎目指す教職員 
１　児童生徒及び教職員の人権と多様性を尊重する教員 
２　児童生徒の行動や発言から学ぶ教職員 
３　児童生徒の個性と可能性を伸ばす教職員 
４　児童生徒・保護者・地域から信頼される教職員 

 ５　自身の教育実践に対して謙虚に向き合える教職員
 
 



◎　 令和５年度重点目標と具体的な取組                                        
    
１　 一人ひとりを大切にする学級・学部・寄宿舎・学校経営 
 
・人権意識に基づく児童生徒指導の徹底 
　　呼称、接し方、言葉遣い等に配慮するなど、敬意を持った指導の徹底 

 ・自己肯定感、自尊感情や互いを思いやる気持ちの育成
・ポジティブな行動を増やす支援を学校全体で行うスクールワイドPBSの浸透 
・いじめ防止基本方針に基づく予防教育の実施と組織的な対応

 
２　 児童生徒の可能性を引き出す授業・教育活動 

・実態や特性等に応じた目標、支援方法、教材等による分かりやすい授業実践 
・ＩＣＴ機器活用によるシームレスな教育の推進 
・教育効果が挙がらないときの積極的な授業改善、指導改善 

 ・生徒会活動、各種検定、学校行事等による能力の伸長
・障がい者文化スポーツの充実に向けた教育活動の推進

 
３　 自立と社会参加につながるキャリア教育 

 ・小学部から段階的に実施する地域一体型キャリア教育の展開
 ・進路希望の実現に向けた学習指導、活動の充実

 ・保護者と関係諸機関との連携による進路指導
・寄宿舎の在り方と機能強化の検討 

 
４　 健康・安心・安全な学校づくり 

 ・基礎体力向上を目指した指導実践
・発達段階に応じた安全教育・防災教育の実施

 
５　 ダイバーシティ社会実現に向けた連携・協働 

 ・地域と連携し地域の支援や人財を活用した教育活動の実施
 ・地域連携から地域貢献への発展を見据えた教育活動の実施

・学校見学、教育相談等センター的機能の充実 

 
６　 働き方改革の推進 

 ・会議や業務の効率化による授業準備時間の確保
 ・子育てを支援、心身の健康を維持するための休暇等の積極的な活用

・ワークライフバランスを重視する雰囲気の醸成

 
 ＊１から６の重点課題と具体的取組をふまえて各学部・各課・寄宿舎の重点目標及び

 　教員一人ひとりの今年度の目標を設定する。



 
◎　 教育目標 
  
　 児童生徒の可能性を最大限に伸ばし、自ら生きる力を養い、社会的に自立できる心身
ともに豊かな人間を育成する。 

  
「生活する力」　　　(生活） 生活に必要な基礎学力の定着と基本的な思考力・判断力・
 表現力を育てる。 
「豊かな心にする力」 （心） 自らを律し、人と協調し、思いやる心、感動する心など豊
 かな心を育てる。 
「健やかな体にする力」(体） 正しい食生活を身につけ、日常的に運動・スポーツに親し
 む意欲・習慣を育てる。 
「自立する力」　　（自立） 自分でできることを増やし、自立や社会参加に向け、望ま

しい基本的生活習慣と態度を育てる。
 
 
◎　 学部教育目標 
 
小学部   
　　　基本的な生活習慣の確立をめざし、一人一人に応じたコミュニケーション能力を
　　　養い、対人関係の向上を図る。 
　　（生活）身のまわりのことは自分でできるようにする。 
  　（心）　友だちや教員とのかかわりを拡げるようにする。 
  　（体）　運動や食事を楽しみ、規則正しい生活ができるようにする。   
  　（自立）学校生活のリズムに慣れ、見通しを持って活動できるようにする。 
 
中学部 
    　生活に必要な知識・技能を身につけ、集団や社会の中で共に生きていく態度を養
　　　う。 
  　（生活）日常生活の中で、生かせる基礎学力を身につける。 
  　（心）　心身の成長に伴って、豊かな感性を身につける。 
  　（体）　生活リズムを整え、運動する習慣を身につける。 
  　（自立）集団の中で主体的に活動できるようにする。 
 
高等部 
     社会参加・自立をめざし、勤労に向かう意欲・姿勢・能力を育てる。 
    （生活）社会人として必要な知識・技能・態度を身につける。 
　　（心）　周りの人を思いやり、協力する態度を身につける。 
　　（体）　丈夫な身体をつくり、進んで働く態度を身につける。 
　　（自立）地域社会の中で、役割を果たす力を身につける。 
 
寄宿舎 
      生活教育及び日常生活全般の支援により、心身共に健全な児童生徒の育成を図る。 
　  （生活）生活に必要なきまりを身につける。 
    （心）　仲良く、楽しく生活をする。 
    （体）　健康で安全な生活をする。 
    （自立）自分のことは、自分でする。 
 


